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「２０２６年度 町田市小学生・中学生フォーラム」の実施報告について 

１ 概要報告 

１ 目的 

町田市内の小学校・中学校から児童・生徒の代表者が集い、各学校の課題解決や目標

実現に向けた取組等について交流することを通して、今後の各学校における自主的な取

組の活性化を図るとともに、各自の主体性や協調性等の育成を図る。 

 

２ 概要 

○２０２２年度から開始し、５回目の実施となる。 

〇２０２５年度から小学生も参加しての実施となる。 

（学校数が多いため１２校ずつ、毎年入れ替えて実施） 

○事前に町田市立小・中学校に調査し、テーマを「学年・立場をこえた『つながり』に

ついて」と決定し、実施した。 

○町田市立小・中学校各校２名の代表児童・生徒が集い、会の進行や話し合いを主体的

に進めた。 

○各学校で行っている「異学年や先生、地域の人などとのつながりについて」取り組ん

でいることを共有し、「異学年や先生、地域の人などとのつながりを深める方法」を協

議し、今後取り組んでみたいことを具体的に考えた。 

 

 

３ 実施日時・会場 

２０２６年７月１７日（金）午後２時から午後４時まで 

町田第一小学校 体育館 

 

４ 会の流れ 

（１）開会式 

（２）各学校で行っている「学年・立場をこえた『つながり』について」取り組んでいる

ことを共有する。 

（３）「異学年や先生、地域の人などとのつながりを深める方法」を協議し、今後取り組

んでみたいことを具体的に考え、発表する。 

（４）振り返り 

（５）閉会式 

 

２ 資料 

（１） 活動の様子 

     

報告事項-１ 

（指導課） 
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（２）各学校で行っている「みんなが行きたいと思う学校にするために」の取組 

   各学校でスライドにまとめ、グループに分かれてそれぞれの取組を伝え合いました。 

   ※スペースの関係上、複数枚あるスライド資料の内、一部のみを掲載しています。 

【小学校】 

町田第一小学校 

 

藤の台小学校 

 

南第四小学校 

 

つくし野小学校 

 

成瀬台小学校 

 

高ヶ坂小学校 

 

金井小学校 

 

 

大蔵小学校 
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【中学校】 

 

木曽境川小学校 

 

 

図師小学校 

 

 

小山小学校 

 

 

小山ヶ丘小学校 

 

 
 

町田第一中学校 

 

町田第二中学校 

 

町田第三中学校 

 

南大谷中学校 
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南中学校 

 
 

つくし野中学校 

 

成瀬台中学校 

 

 

南成瀬中学校 

 

鶴川中学校 

 

 

鶴川第二中学校 

 

 

薬師中学校 

 

 

真光寺中学校 
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金井中学校 

 

 

忠生中学校 

 

 

山崎中学校 

 

 

木曽中学校 

 

 

小山田中学校 

 

 

小山中学校 

 

 

堺中学校 

 

 

武蔵岡中学校 
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（３）異学年や先生、地域の人などとのつながりを深める方法の協議・発表 

今年度から、小学生と中学生が同じグループとなり、話し合いました。話し合っ

たことを以下のスライドにまとめて、代表者が発表しました。小学生と中学生の代

表者２名で発表しているグループもありました。 
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（４）参加生徒へのアンケート結果 

①実施期間  ２０２６年７月１７日（金） 

②回答数   ５７件（参加者６０名、回答率９５％） 

③アンケート結果１：選択項目 

設問 
とても 

そう思う 
そう思う 

あまりそう 

思わない 
そう思わない 

各学校の取組を紹介してもらいましたが、各

学校の取組は参考になりましたか。 

９１．２％ 

（５２件） 

８．８％ 

（５件） 
― ― 

「みんなが行きたいと思う学校にするため

に」について、主体的に考えることができま

したか。 

７１．９％ 

（４１件） 

２６．３％ 

（１５件） 

１．８％ 

（１件） 
― 

話し合いの時に、自分の意見を伝えることが

できましたか。 

６３．２％ 

（３６件） 

３６．８％ 

（２１件） 
― ― 

 

④アンケート結果２：自由回答・自由記述（一部抜粋） 

◆小学生・中学生フォーラムに参加してよかったことは何ですか。 

＜他校の取組を自校の改善や活動に活かしたい＞ 

・自分の学校ではやっていない取組を他の学校がやっていて、自分の学校でも取り

入れたいなと思ったことがたくさんあった。 

・各学校の取組を参考にし、自分の学校に生かせると思う。また、様々な活動を参

考にしたスライドについてグループで話し合って発表し、さらに学校の取組につ

いてもっと考えが出た。 

・自分の学校にも活かせるような他の学校の取組を知れたこと。 

・小学校だけでなく中学校の企画を知り、共通しているものはなにか、他の学校の

企画をどうやって自分の学校に取り入れるかを考えることができた。 

＜新たな視点や斬新なアイデアを得られた＞ 

・今までにない視点から、学校づくりについて考えることができた。たとえば、あ

いさつ運動といっても、ただ校門にはりついて挨拶をするのではなく、ビンゴを

作り、生徒が楽しめる工夫をしているのが素晴らしいと思った。 

・自分達の学校の中だけで考えたら解決できなかったことでも様々な学校の取組を

見たことで「そうすればよかったのか！」と思うようなアイデアがたくさんあり、

より良い学校生活を作るための案をたくさんもらえた。また、普段小学生や他校

の中学生と話さないのでそういった人たちとたくさん話せた。 

・全校生徒が行きたいと思える学校にするためのヒントを得た。 

＜他校との交流・意見交換ができた＞ 

・あまり触れ合えない他校の生徒と交流できたことや、小学生にしか思いつかない

面白いアイデアを聞けたこと。 

・各学校のイベントややってることをよく知れてグループのみんなとも仲良くなれ

た。 

・自分たちの学校で実際に行っている活動だけでなく、困っていることも共有して

一緒に考えられた。 

＜自校の課題や魅力を再発見した＞ 

・自分たちの活動に興味や良いという意見をもらえて自信につながった。活動の必

要性に意見がもらえた。 

・他の学校の取組を聞けて、うちの学校にも課題があるんだなということがわかり

ました。 
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◆来年度、町田市小学生・中学生フォーラムで話し合ったらよいと思うテーマは。 

※（数字）…意見の数 

〇学校生活の充実について（１５） 

   ・各学校で始めている新たな取組について 

   ・生徒が楽しめる学校とはどんな学校か 

   ・学校にいたくなるような取組 

   ・学校の一番いいところとは 

   ・勉学に対して楽しく励むには 

〇よりよい学校づくり・校則・ルールについて（１３） 

・学校を更により良くするための工夫 

・学校の校則について 

・生徒の困りごとについての改善策 

〇異学年・他校・地域との交流やつながりについて（１３） 

・異学年との壁をなくす方法 

・他校との関わり方について 

・地域の方と交流を深めるためにすればよい取組→理由は今回のフォーラムでは異 

学年や先生の交流を深めるためにする取組は出たけど地域の方に関する意見が少 

なかったから 

   ・小学生、中学生とのつながり 

〇環境や SDGsについて（４） 

・「SDGs」や「地球温暖化」について自分たちができること 

・環境に対する取組 

・各学校での自然に触れ合うための取組は何か話し合ったら良いと思う 

〇いじめや ICTなどについて（６） 

 ・友達関係での課題 

・生成 AIの使い方、SNSの利用時間 

・どうしたらクロームブックを正しく使えるか 

 

⑤まとめ 

＜成果＞ 

・他校がすでに行っている具体的な活動を知ることで、自分の学校の改善や委員会

活動、生徒会に活かせる具体的なヒントを得ることができた。 

・普段接することのない他校の児童生徒や小学生と中学生が同じグループで協力し

て話し合い、スライド作成を進める体験自体が大きな学びとなった。 

＜課題＞ 

・異学年や先生との交流を深める取組は多く出たものの、地域の方に関する意見が

少なかった。 

・新たな取組が考えづらく、各校が取り組んできたことをまとめ、発表するグルー

プが多かった。意見を出しやすい仕組みを整える必要がある。 

 

 

３ 次年度以降のフォーラムの開催について 

 ・「町田市教育プラン２４‐２８」のとおり、２０２７年度も夏に中学校全校及び小

学校各地区代表２校で、「小学生・中学生フォーラム」を実施する予定です。 


